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令和６年８月定例教育員会会議 

                  

開催日時 令和６年（２０２４年）８月１４日 

１５時３０分～１６時３０分 

開催場所 さんくす３番館４階 教育委員室 

出席委員 

 

 

 

 

欠席委員 

教  育  長   大江 慶博 

教育長職務代理者   安達 友基子 

委      員   福田 知弘 

委      員   和田 光代 

委      員   谷池 雅子 

委      員   飴野 仁子 

出席説明員 学 校 教 育 部 長  山下 栄治 

地 域 教 育 部 長  道場 久明 

教 育 監  植田 聡 

学校教育部次長教育総務室長兼務  乾 裕 

学校教育部次長学校教育室長兼務  角田 睦 

教 育 未 来創生室 長  薬師川 晃 

教育未来創生室総括参事  山根 正紀 

保 健 給 食 室 長  小西 正晃 

教 育 セ ンター所 長  木谷 美香 

地域教育部次長放課後子ども育成室長兼務  堀 哲郎 

青 少 年 室 長  大川 雅博 

教 育 総 務 室 参 事  市川 泉 

教 育 総 務 室 主 幹  中谷 京子 

学 務 課 課 長 代 理  森岡 平 

教育未来創生室主幹  福井 佑介 

教 育 総 務 室 主 査  遠藤 将博 
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議事内容 

 

〇大江慶博教育長 

ただいまから、８月定例教育委員会会議を開

会いたします。 

飴野委員は本日欠席をされます。 

署名委員に福田委員を指名いたします。 

それでは、本日の傍聴席の数について事務局

から説明してください。 

 

〇乾裕学校教育部次長教育総務室長兼務 

本日の傍聴席設置可能数は１０席で、現在の

傍聴希望者数は３名でございます。 

以上でございます。 

 

〇大江慶博教育長 

それでは、本日の傍聴は１０名まで許可したい

と思いますが、よろしいでしょうか。 

 

[「異議なし」の声あり] 

 

〇大江慶博教育長 

異議なしと認め、本日の傍聴は１０名まで許可

します。 

傍聴者の入室を許可します。 

 

－ 傍聴者着席 － 

 

〇大江慶博教育長 

次に、本日の日程第１、報告第１８号及び日程

第２、議案第６５号については、人事案件のため、

吹田市教育委員会会議規則第５条第１項の規

定により、秘密会としたいと思いますが、御異議

ございませんでしょうか。 

 

[「異議なし」の声あり] 

 

〇大江慶博教育長 

異議なしと認め、日程第１及び日程第２を秘

密会とすることを決定いたします。 

ここからは、秘密会と決していますので、恐れ

入りますが傍聴の方及び関係者以外は退室を

お願いします。 

暫時休憩とします。 

 

－ 関係者以外退席 － 

 

－ 秘密会－ 

 

〇大江慶博教育長 

ここで秘密会を解きます。 

暫時休憩します。 

 

－ 職員入替－ 

－ 傍聴者入室 － 

 

〇大江慶博教育長 

会議を再開します。 

次に、日程第３、議案第６６号「押印廃止に伴

う教育委員会規則の一部を改正する規則の制

定について」を議題とします。 

事務局の説明を求めます。 

 

〇市川泉教育総務室参事 

日程第３、議案第６６号押印廃止に伴う教育

委員会規則の一部を改正する規則の制定につ

いて、御説明申し上げます。 

議案書の９ページをお願いいたします。 

本議案は、本市財務規則の改正により、請求

書への押印の義務づけがなくなることから、教育

委員会規則にて押印を義務づけていた請求書

の性質を有する書類で、押印が必要でないと判

断した、公の施設の使用料還付申請書への押印

を不要とする改正です。 

第1条は、第1号から第5号に示す規則の規

定中「記載して押印した」を「記載した」に改め

るものです。 

11 ページをお願いいたします。 

第 1 条第 1 号関係で、吹田市立自然の家条

例施行規則の現行・改正案対照表をお示しして

おります。 

表の左の現行欄、第 10 条第 2項で「使用料
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の還付を受けようとする者は、次に掲げる事項を

記載して押印した使用料還付申請書に使用許

可書及び使用取消届を添えて教育委員会に提

出しなければならない」としているところ、「記載

して押印した」の部分を「記載した」に改めるも

のです。 

同趣旨で、第 2 号関係で公民館条例施行規

則、第3号関係で自然体験交流センター条例施

行規則、第 4号関係で青少年クリエイティブセン

ター条例施行規則、第5号関係で子育て青少年

拠点夢つながり未来館青少年サポートプラザの

管理運営に関する規則の改正を行うものです。 

9 ページをお願いいたします。 

第2条は、博物館条例施行規則から様式を削

る改正となっております。通常、申請書等の様式

は要領等で定めているため押印廃止による規則

改正に合わせ規定整備を行ったものです。 

施行日は本市財務規則の改正に合わせ、令

和 6年 9月 1日でございます。 

以上、簡単な説明でございますが、御審議い

ただき、御承認賜りますようお願い申し上げます。 

以上です。 

 

〇大江慶博教育長 

説明が終わりました。この件について御質問・

御意見ございませんか。 

それでは、この件を承認することに御異議ござ

いませんか。 

 

[「異議なし」の声あり] 

 

〇大江慶博教育長 

異議なしと認め、議案第６６号押印廃止に伴う

教育委員会規則の一部を改正する規則の制定

についてを承認いたします。 

続いて、日程第４、議案第６７号「吹田市高等

学校等学習支援金支給事業の廃止について」

を議題とします。 

事務局の説明を求めます。 

 

〇森岡平学務課長代理 

日程第４、議案第６７号吹田市高等学校等学

習支援金支給事業の廃止について、御説明申し

上げます。 

恐れ入りますが、議案書 17 ページを御覧くだ

さい。 

吹田市高等学校等学習支援金支給事業を令

和６年度末をもって廃止しようとするものです。 

議案書１９ページを御覧ください。 

吹田市高等学校等学習支援金支給事業は、

経済的理由により高等学校等の修学を継続する

ことが困難である高校生等の保護者に対し、修

学に資する費用の負担軽減を目的に、高等学校

等学習支援金を支給する本市独自の高校生に

対する奨学事業でございます。申請に基づき、住

民税所得割非課税相当の世帯で、高校等に在

学する子供のいる申請者に対し、高校生１人当

たり月額 4,000 円を現金給付しております。 

今回、所管が本事業の廃止を提案するに至っ

た経緯でございますが、平成２２年度から国が公

立高校授業料の実質無償化として就学支援金

制度を開始し、平成２６年度から府が高校生の

授業料以外の教育費の負担軽減策として奨学

のための給付金制度を開始するなど、近年、国

や府の高校生への奨学に関する施策の充足が

図られている状況にございます。そのような中、令

和３年度に本市において実施された補助金等に

かかる包括外部監査において、制度の在り方を

再検討することが望ましい旨の参考意見が出さ

れましたことを受け、課題整理を行った結果、国

や府による高校生の奨学支援策が充足している

こと、また本年１０月から児童手当の対象年齢が

高校生世代まで拡大されることを鑑み、本市独

自の高校生向けの奨学事業の役割は果たされ

たものと判断したため、事業の廃止を提案するも

のでございます。 

また、廃止の時期につきましては、現在受給さ

れている方や、次年度、高校への進学を予定して

いる中学３年生の世帯への影響を考え、制度の

廃止を今夏中に決定し、１０月頃から順次、対象

者及び関係機関への周知を始め、令和６年度末

をもって廃止することとしております。 
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以上、簡単な説明ではございますが、御審議

いただき、御承認賜りますようよろしくお願い申し

上げます。 

以上です。 

 

〇大江慶博教育長 

説明が終わりました。この件について質問・御

意見ございませんか。 

 

〇安達友基子教育長職務代理者 

２点ありまして、まず、この年額４８，０００円の支

給がなくなるということですけれども、つまりは、

ほかの国や府などの施策が充実してきた結果、

トータルとしては経済的にマイナスにはならない

という理解で合っているかどうかが１点。 

それから、この給付の事業が終わることによっ

て、財源で浮いてくるようなものがあるのかどう

か、その辺り何かお考えの部分があるということ

についてお聞かせください。 

 

〇森岡平学務課長代理 

御質問の件について、回答させていただきま

す。 

まず１点目、トータルでマイナスにならないかど

うかというところなんですけども、国や府による奨

学に関する策が充足しているということが１点ご

ざいます。もう１点、現在の状況なんですけども、

対象者の世帯につきましては、年額４８，０００円

を受給しており、１０月から児童手当が半年分受

給されるような形になりますので、令和６年としま

しては、トータルで対象世帯につきましては１０万

８，０００円のお金を受給することが可能となりま

す。令和７年度に、もしこの制度が廃止されたと

いった場合につきましては、児童手当が１年間、

約１２万円支給されますので、そこについて金銭

的な影響というのは少ないと考えております。 

それから２点目について、財源で浮いてくるも

のがあるかどうかというところです。そちらは、現

在高校生向けの奨学事業につきましては、約２

千万円という形で事業を行っておりまして、こちら

が事業廃止されましたら浮いてくるというような

形になってきますので、教育委員会としましては、

教育課題に対応する施策として人的保障である

部分などで活用していきたいというふうに考えて

おります。 

以上でございます。 

 

〇安達友基子教育長職務代理者 

ありがとうございます。分かりました。 

それで、意見ですが、今、本市小・中学校でか

なり人の部分で足りないところがあるという状況

がありますので、ぜひ有効に活用できるような方

向で御検討いただけたらと思います。 

 

〇大江慶博教育長 

ほかに御質問・御意見ありますか。 

 

〇福田知弘委員 

ありがとうございました。 

支援金の状況は分かったんですけど、これ以

外に高校生に対する学びの支援みたいなものが

あれば併せて教えてください。 

 

〇森岡平学務課長代理 

高校生に対する学びの支援としましては、市長

部局の生活福祉で学習支援事業を行っておりま

して、高校生だけではなくて低所得の方に向けて

の支援制度というのが１点あります。 

それ以外に、学習ではないんですけれども、教

育委員会では相談支援等も行っているというよ

うな状況でございます。 

あとは居場所づくりの支援等も行われている

というところでございます。 

以上でございます。 

 

〇大江慶博教育長 

よろしいですか。 

ほかに御質問・御意見ございませんか。よろし

いですか。 

それでは、この件を承認することに御異議ござ

いませんか。 
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[「異議なし」の声あり] 

〇大江慶博教育長 

では、異議なしと認め、議案第６７号吹田市高

等学校等学習支援金支給事業の廃止について

を承認いたします。 

続いて、日程第５、議案第６８号「中学校の全

員給食に向けた基本計画の策定について」を議

題とします。 

事務局の説明を求めます。 

 

〇福井佑介教育未来創生室主幹 

日程第５、議案第６８号中学校の全員給食に

向けた基本計画の策定について、御説明いたし

ます。 

議案書２１ページを御覧ください。 

この計画は、市立中学校における全員給食の

実施に向けて具体的に検討を進めていくための

計画として、基本的な事項を定めるものでござい

ます。 

計画の内容を御説明いたします。 

議案書の２４ページをお願いいたします。 

１、背景としまして、現状と経過です。現在の中

学校給食は、ランチボックスによる選択制のデリ

バリー方式で実施しております。令和２年度に中

学校給食在り方検討会議を開催し、四角囲みに

あります、４つの基本的な考え方と基本的な考え

方を実現していくため、全員喫食を実施する必

要があるとの提言が出され、中学校での全員給

食に向けた検討を進めております。 

２番、今後の中学校給食の在り方です。在り方

検討会議の提言や学校給食の意義と重要性を

踏まえ、本市の中学校で全員給食を実施しよう

とするものです。給食の提供に当たっては、学校

給食の目的である安心・安全で栄養バランスの

取れた豊かな食事を提供することに加え、生徒

全員がおいしく、楽しく食べることができるととも

に、子供の頃からの生活習慣病予防の基礎づく

りができる給食を目指して取り組みます。 

続いて３番、中学校給食の基本的な考え方で

す。まず食育の推進です。楽しみながら、自然とく

らしの中で健康になれる食育の推進に取り組む

こととします。また、給食の準備から片づけまでを

生徒全員で協力することで、食事を通じてよりよ

い人間関係を築けるようにします。また、食生活

の多様化が進み、子供の食生活の乱れが指摘

される中、望ましい食習慣の形成を図ります。ま

た、国立循環器病研究センターや国立健康栄養

研究所などとの連携の下、生活習慣病予防の基

礎づくりにつながる給食の提供を目指します。国

循などとの連携では、減塩だけでなく、栄養バラ

ンスなどの観点も踏まえた献立の開発や学校健

診等のデータを活用し、データヘルスの推進に

つながる取組を検討します。 

次に献立です。給食は、主食・副食・牛乳から

成る完全給食で実施し、献立は市が決定いたし

ます。統一献立で実施し、多くの種類の食材や旬

の食材を取り入れ、幅広いバラエティに富んだ献

立を提供します。配送・配膳には、保温食缶を使

用し、適温で提供します。これにより、個人の状況

に応じた量の調節にも対応できます。 

次に食材についてです。使用する食材の選定

などは、市が実施することを基本とし、食材費の

金額は市が決定し、保護者から給食費として徴

収することを基本とします。 

次に食器については、望ましい食習慣を身に

つけられるものを基本とし、生徒の安全面や扱い

やすさなども考慮して選定します。 

次に食物アレルギーへの対応です。小学校給

食で実施している対応を基本として、食物アレル

ギー対応を実施します。一部の食材の除去食を

実施し、給食に使用しない食材についても、小学

校と同じ内容を基本として検討します。実施にお

いては、食物アレルギー対応に関するガイドライ

ンを作成し、市、学校、保護者、調理事業者の共

通理解の下で実施します。 

次に提供日数は、小学校と同程度１９０日程

度を見込み、行事日程等を考慮し、各学校で決

定します。 

２８ページをお願いします。 

４番の実施方式と実現化の方策です。実施方

式については、給食の長期的な安定供給や経費

面などを総合的に判断し、健都イノベーションパ
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ークでの民設民営のセンター方式で実施します。

民設民営として民間の事業者が整備運営する

施設となりますが、施設整備に当たっては、本市

の給食を衛生的に安全に調理できる施設とする

ことなどを求めます。また、本市は給食の実施責

任者として、調理工程や衛生管理について施設

を定期的に巡回するなど、管理体制の構築を図

ります。 

次に、実現化の方策として、この基本計画を踏

まえた給食調理事業の運営を条件の一つとして、

健都イノベーションパークの本市所有地へ、第２

アライアンス棟の整備運営事業者の募集を行い、

ここに入居する給食調理事業者へ給食調理を

委託することで実施します。 

全員給食の開始時期は、これらの事業者の選

定や施設整備等に要する期間を考慮し、令和

10年度中を目標とします。 

次に５番、その他の検討事項です。まず、学校

における施設面の準備として、給食の実施方式

の変更に対応できるよう、各中学校の給食配膳

室の改修を行います。また、運用面の準備として、

学校での給食指導や食物アレルギー対応の体

制整備、配膳時の衛生管理の徹底などについて、

生徒と教職員それぞれが行動するべきことを整

理し、その内容については研修などを行い、学校

全体で共通認識を持って取り組んでいけるよう

体制を整えていきます。 

また、就学援助についても中学校給食費を対

象費目に追加することを検討してまいります。そ

の他、健都イノベーションパークで民設民営の施

設で実施することで、学校給食にとどまらない、

民間事業者の持つ柔軟な発想による多様な取

組を実施することができ、これにより、中学校給

食以外にも、将来的に地域住民を巻き込んだ幅

広い世代へアプローチできる健康寿命の延伸に

資する取組の実施が期待できます。 

次に６番、終わりにですが、将来に向けた展望

を記載しています。現在の給食は、栄養価やエネ

ルギー量の計算は、文部科学省が示す一律の基

準で実施していますが、生徒一人一人の運動量

や体格などにより必要な栄養素やエネルギー量

は異なると考えられます。食缶での提供により、

量の調節による対応は一定行えますが、将来的

には、より個人にとって望ましい個別最適な給食

の提供も見据えた検討が必要と考えています。そ

の実現には新たな科学的根拠を得るとともに、

提供のための技術的な仕組みづくりが必要なた

め、健都内外の企業や研究機関とも連携しなが

ら長期的な視点で学校給食の在り方を考察して

いく必要もあります。 

また、この中学校給食の取組が児童生徒だけ

でなく、食を通じて、様々な世代の方に広がるこ

とで、地域住民を巻き込んだ幅広い世代の生活

習慣病予防の基礎づくりの取組に発展し、本市

が目指す市民の健康寿命の延伸につながること

を期待しています。 

最後になりますが、参考資料といたしまして、

市立中学校18校の位置と健都イノベーションパ

ークの位置図、北大阪健康医療都市（健都）の

エリアマップを添付しています。 

中学校の全員給食に向けた基本計画の内容

については以上です。 

なお、本計画を策定するに当たり、吹田市民の

意見の提出に関する条例に準じて、パブリックコ

メントを行いました。その結果、129通、238件の

御意見をいただきました。基本計画に反映した

件数はございませんでした。 

以上、よろしく御審議いただき、御承認賜りま

すようお願いいたします。 

 

〇大江慶博教育長 

説明が終わりました。この件について質問・御

意見ございますか。 

 

〇谷池雅子委員 

ありがとうございます。終わりにのところに書い

てらっしゃいますけど、望ましい個別最適化され

た給食提供という点に関しまして、最適化すべき、

恐らく１番が食物アレルギーへの対応やと思いま

す。それに関しましては、中学校給食の基本的な

考え方の（５）で書かれておられますけど、それ以

外にも、例えば、もう吹田市はかなりグローバル
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化が進んでおりますので、宗教による食べられな

い食材、もしくは神経発達症のお子さん、触覚過

敏、匂いの過敏で食べられない。それを甘えとか、

わがままとかいうのを超えて、病的な理由でそう

いう偏食が強い方への対応という意味で、どこ

かに記載されたほうがいいかと思いますが、いか

がでしょうか。 

 

〇福井佑介教育未来創生室主幹 

谷池委員がおっしゃいました、宗教的な背景を

持つ生徒の方、また医療的な部分で配慮が必

要な方がいらっしゃるかと思います。そういった方

への対応という部分で、学校での運用において

配慮を検討していきたいと考えておりますので、

宗教的な背景など、配慮が必要な生徒への対

応について検討するという旨、記載したいと思い

ます。 

 

〇大江慶博教育長 

何ページのどこに追記するのかお示ししてい

ただいてよろしいですか。 

 

〇福井佑介教育未来創生室主幹 

議案書で申し上げますと、２９ページの５ その

他の検討事項の（２）学校における運用面の準

備の一番下の行、「給食時間についても改めて

検討を行います。」の後に、「なお宗教的な配慮

も含めて、個別の事情により配慮が必要な生徒

への対応について検討します」と記載させていた

だきたいと思います。 

 

〇谷池雅子委員 

年少のお子さんで、給食を食べることを強要さ

れて学校へ行けなかったという事例もあるんです。

したがいまして、その辺、そういう恐れや不安を保

護者に持たせないような記載をしておいたほうが

いいのかなというふうに思います。もし、書き方に

ちょっとお困りになられたときは、御相談に乗りま

すので、また遠慮なく言っていただけたらと思い

ます。 

 

〇大江慶博教育長 

今日、この基本計画は議案として上げておら

れるので、完成した形でまとめたいなと思ってい

ます。そのため、先ほど、どの場所にどの文言を

入れますかということを事務局に確認させてもら

ったのですが。 

 

〇谷池雅子委員 

２９ページの５ その他の検討事項の（２）学校

における運用面の準備の「学校における給食指

導の体制整備やアレルギー対応の確認体制等

の構築のほか、」の次に入るのではないですか。

「宗教上の必要な配慮、並びに感覚過敏性等に

よる高度な偏食等、配慮が必要な子への対応、」。

こう並べたらいかがでしょうか。 

 

〇大江慶博教育長 

分かりました。事務局の先ほどの現行の案は、

今、言いました２９ページの一番下の段、（２）学

校における運用面の準備の文章の最後に続くこ

とを提案してくれたんですね。 

今、谷池委員からは、その同じところの上から

２行目の「確認体制等の構築のほか、」の後に続

けることを提案されています。文言についても提

案がありましたが事務局いかがですか。 

 

〇山下栄治学校教育部長 

「宗教上、その他様々な事情」ではどうでしょう

か。 

 

〇谷池雅子委員 

「様々な」と書きますか。 

 

〇山下栄治学校教育部長 

感覚過敏としたときに、その言葉で、偏食がぱ

っとイメージできる市民の方は少なくて、何のこと

だろうなとなるのかなと。 

 

〇大江慶博教育長 

山下部長、もう一回、今の発言をまとめて言っ

てもらえませんか。 
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〇山下栄治学校教育部長 

「アレルギーや宗教上の背景を含めた様々な

事情による必要な対応の確認体制。」そういった

言葉をここの場所に入れてはどうかなと思ってお

ります。文言を整理する時間を少しいただきたい

と思っております。 

 

〇大江慶博教育長 

分かりました。では、まず一旦、今、谷池委員か

らそういった御意見をいただいたということで、ほ

かにこの計画について御質問や御意見あります

か。 

 

〇和田光代委員 

食に関する指導をされる栄養教諭さんのこと

なんですけど、栄養教諭さんが今現在どのように

配置されてるか教えていただけますか。 

 

〇福井佑介教育未来創生室主幹 

中学校におきまして、現在１８校のうち２校に２

名配置されているという状況になっております。 

 

〇和田光代委員 

その２名が多いか少ないか、適切であるか分

かりませんが、食育に力を入れていく以上、やは

り中学校で思春期で体も大きく成長し、いろんな

ことが、ここにも書いてありますように体形であっ

たりと気にすることも出てきます。将来のこともあ

るので、やっぱりしっかりここで食育をしてもらい

たいというのがあるので、２名で足りるのであれ

ばそれでいいですけど、やはりそれがもう少し必

要となれば、その辺の人数、配置をしっかりして

いただければというふうに思います。 

これは意見ということで。 

 

〇大江慶博教育長 

ほかに御意見・御質問ありますか。 

 

〇福田知弘委員 

ありがとうございました。コメントです。 

基本計画の中の修正は特に必要ないと考え

ていますが、センター方式を最終的に決められた

という中で、注釈７に、調理方式がいろいろ書か

れておりますけども、ここまでの検討した経緯み

たいなものが共有できるのであれば公開したほ

うがいいのかなと思いますので、御検討くださ

い。 

以上です。 

 

〇大江慶博教育長 

ほかに御意見・御質問ありますか。 

 

〇大江慶博教育長 

では、一旦、暫時休憩とさせていただきます。 

文言整理して、提案してください。 

 

－ 暫時休憩 － 

 

〇大江慶博教育長 

お待たせしました。 

それでは、会議を再開いたします。 

教育委員のほうからいろいろ意見がありまし

たが、その件について事務局のほう何かあります

か。 

 

〇福井佑介教育未来創生室主幹 

教育委員の皆様から御意見をいただきまして、

基本計画の内容を、一部修正させていただきた

いと思いますので、ただいまから文言を読み上げ

させていただきます。 

議案書の２９ページ、５その他の検討事項の

（２）学校における運用面の準備の２行目、「確

認体制等の構築のほか、」の次に、「宗教上の理

由、その他個別の事情により配慮が必要な生徒

への対応について、各学校において適切に対応

できるよう検討します。また、」を追加させていた

だきたいと思います。 

よろしくお願いいたします。 

 

〇大江慶博教育長 

ほかに、今の件も含めて御質問・御意見ござ

いますか。よろしいですか。 
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では、今、提案してもらっているのは、基本計画

ということですので、例えば、これを公表する際に

Ｑ＆Ａ等の詳細な設問を設けて、よりこの計画の

中身が市民の方に分かりやすくなるような、そう

いった工夫も事務局で対応をよろしくお願いしま

す。 

では、この件について、承認してよろしいでしょ

うか。 

 

[「異議なし」の声あり] 

 

〇大江慶博教育長 

異議なしと認め、議案第６８号中学校の全員

給食に向けた基本計画の策定についてを承認

いたします。 

それでは、これをもちまして、本日の議事日程

を終了いたしましたので、８月定例教育委員会

会議を閉会いたします。 

お疲れさまでした。 

 

 


